
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FEMLEEG

鋼床版箱桁橋分岐部における局部応力解析 
－プレート/シェル要素を用いた FEMモデルによる立体解析－ 株式会社 片平新日本技研 

概要 

解析対象の橋梁は先に、フレームによる動的解析を実施している。しかし、中間支点上で分岐する特殊な構造

のため、分岐部には応力の集中が予想された。ここに多大な損傷を受けた場合、復旧に相当時間を要し緊急車

両の通行へも影響を与える。そのため、プレート/シェル要素を用いた立体解析モデルを作成し、より詳細な解

析を実施する事とした。 

 

概要 

 

モデル図 

解析条件 

検討ケース 

【①常時】 

【②地震時：L2 地震時】 

モデル概要 

・下部工支点上の前後、平均中間横桁及び中間ダイヤフラム位置までを作成範囲とした。 

・荷重は主桁断面図心位置に仮想節点を設け、フレーム解析結果の断面力を与えた。 

・メッシュ分割は分岐部及びデッキプレートの横桁腹板直上を密にし、徐々に粗くして粗密を付けた。 

 

 

 

 

検討結果 

【①常時】：発生応力度<許容応力度 

【②地震時：L2 地震時】：耐震性能 2 が確保されていることを確認 

【まとめ】 

 本解析は立体解析モデルの一例であり、今後はフレーム要素と組合せたモデル化なども検討の余地が 

ある。 

考察 

最大主応力コンタ図-全体 最大主応力コンタ図-分岐部 

最大主応力ベクトル図 

面外せん断応力図-分岐部 面外せん断応力コンタ図 

最大主応力ベクトル図-分岐部 

FEM 解析における支点反力の検証結果 

荷重図 

全体図(上面側) 

全体図(下面側) 


